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Abstract:　Traditionally　Asian　countries　have been very∧important　for　Japan,　having

provided　roots　for ａ　number　of　Japanese　cultutural∇traditions.ニ　Although　Japan　is

located in a part of Asia, it disregarded other Asian nations since the Meiji periodレin

theくcourse　of busy learning　from　the West.し＼Thenコcame the unfortunate period　of

Japanese invasion to China in the 1930s and t0 other Asian countries during the 1940s.

　　　Relationship after the war began with Japan's payment of reparations, followed by

economic cooperation and officialしdevelopment assistanceイODA). In the 1970s and 1980s,

Japanese enterprises rushed to Asia for direct investment in various manufacturing and

service　sectors.　These　activities　have　helped……the　Asian　countries ａ(ホieve　economic

development　byトindリstrialization, exports　of manufacturedばoods　and　creation of

employment opportunities.　　　　　　　　　　　　＼　J.･..･･.･　･･･　･..　　.･.･･.　　　　　　　･.

　　　Japan's economic activities, however, have not been free from criticism from Asian

countries. For the future, it would be important 拍ｒｿJapan toコstrengthen its ties with

Asian nations in other than economic fields,しincluding cultural∧and academic ties. In this

connection　Japan's　Asian　studies have　now　beenﾀﾞ much　expanded　and　ａ　number of

excellent｡researches and studies have been conductedうｎ: the ･recent ニpaS卜The studies a恥

conducted in the fields of area studies and development economics.　　　　し

　　　In the coming 21st century, the Asian region １Ｓexpected to become one ｏｆ士the most

important economic centers of the ｗｏｒldレThere Japan shouldしestablish equal andﾚgood

relationship with Asian nations and render assistance to resolve global iss面目　including

environment and poverty. Japan also has tｏ∧place emphasis on its history education to

the younger generation　to　teach　them　correct　history with　regard　to　the　period　of

Japan叩己occupation of Asia.　　　　　　　　　　　　　⊃
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日本とアジアとの関係を考える（小林）

　２　賠償から経済協力へ

　ａ）賠償の支払い　　　　　　　ダ

　19 5 1年（昭和２６年）９月サンフランシ

スコ講和条約が調印され、その第１４条により

日本に賠償支払いの義務が生じた1）。この条

項により日本は賠償請求国との間で直接交渉に

より、賠償額や期間などを決めること6こなった。

交渉は、当時まだ戦争による被害が生々しかっ

たこともあって、莫大な賠償額を求めるアジア

の請求国政府と日本との間で難航した。　195

3年には賠償交渉決着の糸口を求めて、岡崎勝

男外相がフィリピン、インドネシア、ビルマに

派遣されたが、請求額と日本の提示額との間に

は大きな差があり合意に至らなかった。しかし

朝鮮戦争（1950－５３年）の勃発により、

アメリカが乗りだし、自由主義国の結束を固め

るため協定締結を急がされたのだった。このア

メリカ主導による戦後処理、特に極めて低い賠

償金額で妥結したことに対し、請求国の間に不

満が残る結果となった。

　講和条約の１４条（ｂ）項にはＴ国民の他の

請求権」を放棄する旨がうたわれており、これ

によって日本軍の侵略・戦争にょって生命およ

び財産への被害を受けた一般国民への個人賠償

の道は閉ざされることになった。この結果、ア

ジア各国から名乗り出た数多い元従軍慰安婦や

３

生命や財産を失った個人への補償問題はいまだ

にくすぶっている。

　講和条約の規定により日本と正式に賠償の交

渉をし、協定を結んだのは東南アジアの４力国

であった（第１表）。

　賠償を請求しなかったこれ以外の国に対して

は、賠償に代わるものとして、無償経済技術協

力が供与された。この対象となったのはカンボ

ジア、ラオス、マレーシア、シンガポール、ビ

ルマ（正式の賠償に追加して施行）の５力国で

ある。「準賠償」ともいわれる経済技術協力と

して、１ ９ ５９年から卜9　T ７年までに総額５

８８億円か供与された。このほかタイに対し七

太平洋戦争中の特別円問題解決のための補償と

して、19 6 2年から７０年にかけて９６億円

か、また韓国に対しては19 6 5年から７０年

の間に無償経済協力として1080億円か支払

われた。これら全部を合わせた日本の賠償・準

賠償の総額はアジアの１１力国に対して540

7億円に上った。

　サンフランシスコ講和条約は、賠償は当時の

日本の経済力に配慮して、「日本人の役務」に

よって支払われると規定した。しかし実際には

請求国との交渉の過程で、工場プラントや機械、

船舶、電車車両、自動車などの物資への要求が

出され、ダ｀ムや道路、ホテルなども建設された。

またアジアからの留学生や研修生の受け入れに

第ト表　日本による賠償

フィリピン

南ベトナム

インドネシア
ビルマ（ミャンマー）

1,980

　　１４０

　　８０３

　　７２０

19 5 6-76

19 6 0-65

19 5 8-70

19 5 5-65

年
年
年
年

注）

１）第１４条は次のように規定する。「（ａ）日本国は、戦争中に生じさせた損害及び苦痛に対して、連合国に

　　賠償を支払うべきことが承認される。しかし、また、存立可能な経済を維持すべきものとすれば、日本国

　　の資源は、日本国がすべての前記の損害及び苦痛に対して完全な賠償を行い且つ同時に他の債務を履行す

　　るためには現在充分でないことが承認される。よって、１、日本国万は、現在の領域が日本国軍隊によって

　　占領され、且つ、日本国によって損害を与えられた連合国が希望するときは、生産、沈船引揚げ、その他

　　の作業における日本人の役務を当該連合国の利用に供することによって、与えた損害を修復する費用をこ

　　れらの国に補償することに資するために、当該連合国と速やかに交渉を開始するものとする。（以下略）」
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も使われ、数多くのアジアの青年たちが日本で　　礎を築くものであるといえる。」1）

教育を受ける機会を与えられた。　19 5 0年勃

発した朝鮮戦争による「特需」は日本の景気お

よび工業製品輸出を進展させるこ｡とにより、日

本の経済力強化に大きく役だった。このため賠

償に資本財を含めることは請求国の強い要望だっ

た。

　アジアの国々は19 4 5年の日本の敗戦によ

る第２次世界大戦の終結後、次々に植民地から

の独立を果たすことになる。しかし各国とも経

済的に極めて弱体で、ほとんど無から出発して

国造りをしなければならなかった。わが国の賠

償はこれらめ新生国家における経済の基盤整備・

初期の工業化・人材の育成などに大きな貢献を

することになった。賠償の支払いは19 7 6年

まで続いたが、タイトな資金がアジアの国々に

供与されたこと＼により、日本の産業の市場確保

の点から大きな役割を果たしたことは事実であ

る。フィリピン・マリアム大学のアウロラ・Ｊ・

デ・ディオス教授は次のように言っている。

　汀フィリピン人の間の、日本兵の犯した残虐

行為の記憶は今日でも依然として深く、とくに

年配のフィリピン人の間でそうした記憶がつよ

い。したがって、戦後フィリピン人民が日本と

の外交関係の再開に躊躇したのも驚くにはあた

らない。戦争の傷を癒すものと考えられていた

賠償プログラムも、実際には、日本のフィリピ

ンにたいする経済的再進出の手段となった。と

いうのはすべての賠償は日本の機械、部品、原

材料の注文の形で実施されたのである。賠償は

フィリピンにおける将来の日本の経済侵略の基

　　ｂ）経済協力事始め　　………：

このよ丿にわが国は賠償と平行してアジブ諸

　国への経済協力を進めてきた．これがその後の

　「援助大国」＼へと向かう基礎となったわけであ

　るが、その事始めは戦後間もない１ ９ ５ ４年

ノ（昭和2ト9/年)のコロンボ……:･..･・...･=ブ゜ラ=ン2）へ碓加

盟であるレ翌年日本は3 8＼4 0万円の予算によ

り、最初の協力事業として研修員１６名の受け

入れ、専門家２８名の派遣を行った．これらの

協力の実施類似、そのため/に設立された財団法

人アトジア協会』）が当たるニノとになったノ＼

　　19 5 6年白木は国際連合に加盟、国際社会

の一員としで迎えられた．当時の岸信介首相は

国際連合番通じる外交を積極的に進めるととも

に、ト9･j/･51j･ﾐjl=･ｱ1年日本の首相ﾉﾀﾞと.=しjて戦後初めて東

南アジアを訪問七だ．こめ年岸首相は二度にわ

たりアジケ各国を訪れている． ５月には２週間

かけてビルTマ、インド、パキスタン、セイロン、

タイ、台湾の=6力国、そして卜1月には南ベト

ナム、カンボジア、ラオス√マレーシア、シン

ガポール、インドネシア、フィリピンの７力国

を訪問したノ岸はアジアとの外交推進を外交の

三本柱の一づＫ据え、行き詰まっていた賠償問

犬題の解決に秉り廿し、日米が資金を出して世界

銀行のアジア版ともいうべき「デジア開発基金」

を造る構想をアジア歴訪中明らかにした。開発

基金構想は七かしながら他の先進国に対する懸

念から、プジ=ア首脳の賛同壱得られなかうた。

岸の且論んだめは、後に控えていた日米安保条

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……J　　　　　　　=し

い土生長穂編『アジアの行方、日本の行方』「大月書店、」9 8 9)ミｔ）。５８．　　＼：／　　　　　　＼

２）正式には、「アジアおよび太平洋地域における協同的経済社会開発のためめ/=フロンポ・プラｙ」

　　（Ｃｏｌｏｍｂｏ Plan for Cooperative Economic and Social Development in Asia and the Paci-

　　fie)。アジア・太平洋地域の経済社会開発を促進し、人々の生活水準の向上を目的として、19 5 0年設

　　立された地域協力機構。域内２０力国と域外６力国の合わせて26レカ国が加盟している。日本はこの機構

　　に参加することを19 5 4年１０月６日閣議決定:した。これを記念七てＬＯ月６日トぱ丁国際協力の白」と

　　なっている。　１　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　……=‥･ﾄ………:･｡｡：　　犬　　ﾚ＼ｹ･=｡｡･1:｡･l°::::＝　　　　　　‥

3）新興アジア諸国との経済・技術協力を進めるために財界主導のもとで設立された民間団体。会長には日本

　　商工会議所会頭の藤山愛一郎が就任した。今日の国際協力事業団（ＪＩＣＡ）はこの協会の事業を引き継

　　いでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　　　　■■　●/｡　　　　　｡･‥:●
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約の改定を前に、アジアの自由主義陣営との関

係を強めて、日本の地位を確固たるものにして

おきたいというものであった。

　翌19 5 8年には日本輸出入銀行を通じて、

日本政府による発展途上国向けの円建ての貸付

けである円借款第１号がインドに対して供与さ

れた。　19 6 2年タイに対して太平洋戦争中の

特別円問題解決のための補償（９６億円）と韓

国に対する無償経済協力（1080億円）が合

意された。

　19 6 0年日本は援助国の一員として、アメ

リカの提唱により発足した開発援助グループ

（ＤＡＧ）１）のメンバーとなる。同時に経済協

力を行うに当たって重要なわが国の援助機関の

整備も進められた。　19 6 1年には円借款を供

与する正式な政府機関として海外経済協力基金

（ＯＥ ＣＦ） が設立され、翌19 6 2年アジア

協会め業務を引き継いで海外技術協力事業団

（ＯＴＣＡ）が発足した（ＯＴＣＡは19 7 4

年国際協力事業団＜Ｊ！ＣＡ＞として改組）。

OECFとＪＩＣＡはわが国の政府開発援助

(Official　Development　Assistance、０ＤＡ）

の実施機関として、それぞれ円借款および技術

協力の分野において重要な役割を担っている。

19 6 5年アメリカの平和部隊にならって、日

本青年海外協力隊（ＪＯＣＶ）が発足した。

　３　輸出振興期

　まず賠償によって膨大な日本の機械・車両・

設備などが供給され、これらがアジアの人々に

知られるようになった。続く経済協力・援助を

通じてさらにわが国の工業製品・技術がアジア

の国々に輸出され、深く浸透していった。今日

でこそ円借款は原則としてアンタイドとなって

いるが、初期のころの円借款はほとんどすべて

タイド（ひも付き）で、供与された借款を使っ

５

て日本から物資を調達することになっていた。

明らかにわが国の輸出振興をねらった円借款の

供与であり、これらを通じて日本の総合商社や

機器メーカーの進出を可能にした面は大きい。

　わが国は戦後、工業施設の９０％近くが破壊

された第２次大戦の被害からの復興を成し遂げ

ると、早い時期から国の発展の方向として輸出

を目指した。敗戦からわずか５年後の19 5 0

年には、わが国の輸出を金融面から支援するた

めの日本輸出銀行が法律に基づき設立された。

19 5 2年に輸入金融業務が追加され、日本輸

出入銀行と改称され、今日に至っている。おも

な業務としで、①わが国の業者に対する輸出金

融（サプライヤーズ・クレジット）、輸入金融、

海外投資金融と、②海外の政府・機関・法人に

対するバイヤーズ・クレジット、輸入金融、海

外投資金融、アンタイド・ローンなどがある。｡

　このようにして19 6 0年代から７０年代に

かけて政府のバックアップのもと、わが国のア

ジア地域への輸出は飛躍的に伸びていった。ア

ジアの国々には日本製の車輛や電化製品があふ

れ、余裕のある階層は競って日本製の品物を購

入した。日本の品物を売るデパートもアジアの

首都に進出し高級品にあこがれる富裕層を惹き

つけた。「日本の経済侵略」あるいは「日本人

はエコノミック・アニマル」などと言われため

はこのころであった。

　日本め急速な経済進出は他方、人々の反感を

買い、急激な反日運動が起こることになる。そ

のひとつはタイで起こった日本商品のボイコッ

トである。　19 7 2年１１月バンコクの繁華街

に華々しく開店したタイ大丸が学生たちに取り

囲まれ、タイの人々に日本品の不買を訴えた。

この動きはタイの学生組織を挙げて全国に広ま

り、反日感情が急速に高ま９た。

　続いて反日の火の手は19 7 4年１月の田中

角栄首相の東南アジア５力国歴訪を契機に一層

注

１）ＤＡＧは翌１ ９．６１年に経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の下部組織として発足した開発援助委員会

　　（ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎtAssistance Committee、 ＤＡＣ）に吸収された。主要な援助国２１力国が加盟している

　　ＤＡＣは、それぞれの国の開発援助を審査し、援助に関する勧告を行い、統計を作成する。
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盛り上がることになる。　１月９日バンコク国際

空港に到着した田中首相を学生のデモ隊が待ち

受け、滞在したホテルには数千人が押し掛けた。

首相と会見した学生の代表は、竹本とタイとの

問の貿易不均衡に対する改善を迫ったが、田中

から満足のいく答えは得られなかった。

　タイからマレーシアを経由してインドネシア

のジャカルタに到着した田中首相をさらに激し

い反日の嵐が襲うた。学生たちめデモが暴動と

化し、ジャカルタ市内で日本車が焼かれ、その

車を組み立てていたトヨタ・アストラ・モータ一

礼の本社ﾋﾞﾉﾚは放火され炎上した。暴徒がジャ

カルタの目抜き通りを埋め、田中首相は外出す

ることが出来ず、ヘリコプターで空港へ逃れ国

外脱出をはかった苦い経験をしたのだった。

　東南アジアに起こった強烈な反日運動は、日

本側に反省を促さざるを得なかった。企業は現

地化に対応し現地人め雇用を促進、民族資本の

強化をはかる一方、日本政府は各国への経済協

力の強化、経済分野以外での交流強化などの対

応を示した。　　つ

　４　日本の援助

　ａ）増大したODA

　日本は１ ９５２年国際復興開発銀行（世界銀

行）に加盟し、翌５３年には発電所の建設のた

めの初の融資を受け入れている。わが国の復興

を目的とした世界銀行の融資は19 6 6年まで

総額８億63ユ00/万ドルにのばった。主として

東名などの高速道路、東海道新幹線、愛知用水、

黒部第四水力発電所などの発電や製鉄事業など

合計３４の大規模プロジェクトに使われた。こ

れらの世銀債務を日本が全額返済七たのは19

90年７月、まだ比較的最近のことであった。

　当時被援助国であった日本は同時に他の国へ

の援助を開始した。　19 6 0年代初めのころの

社会科学

わが国の援助はまだ体制が整わないこともあっ

て、年間ト～２億ドル程度であった。　19 6 1

年千国連開発の１０年」がレアメリカのケネディ

大統領の提唱ピよって国連総会において採択さ

れたのを受けで、わが国め援助も本格化するに

至る。外務省に経済協力局が新設され、すでに

述べたようにわが国の援助機関としてOECF

=とＯＴしＣＡが活動を開始/した。　　　六大

　１ ９６寸年は、岸首相を引/=き継いだ池田勇人

首相が東京オリンピツクとＩ/ＭＦの東京総会を

成功に導ぎ、曰本の国際的地位が向上した年と

して知らづれ＼るレその年の春の国連貿易開発会議

１）通商産業省貿易振興局編「経済協力の現状と問題点」］９６４､＼ｐい４ ２．　　　／

２）外務省経済協力局編『我が国の政府開発援助、ＯＤＡ白書』19 9 4年上巻、p. 13-1 ５．本章の記

　　述は同書中の「政府開発援助（ＯＤＡ）４０年の歩み］に依存するところが大きい。
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億４ ９０万ドルヘ急伸七、アメリカ、イギリス、

フランス、西ドイツに次ぐ援助額となった。援

助の内容は多様化し、プロジェクト借款以外に

ツー・ステップ・ローン（途上国内の開発金融

機関を通じる中小企業向けなどの借款）や商品

借款が供与された。　１ ９７０年の国連総会にお

いて「第２次国連開発のｉＯ年」の決議が採択

された。先の６０年代の開発の１ ０年に成果が

得られなかったことを踏まえて、ﾄ開発途上国の

一層の開発を促進するために、先進国はGN Ｐ

めＯ・７％を援助に当てるよう求められた。

　続く「計画的拡充期（１ ９ ７７年－１ ９８８

年）」にわが国のＯＤＡは→層の伸びを見せた。

まず１９了７年にＯＤＡ倍増を目指した初の中

期目標が設定され、以後５次にわたる中期目標

により国際的な約束を果たすために援助の増額

が図られてきた。この結果19 7 8年にはOD

Ａの実績は２ ０億 ドルを超え、８ ４年には４０

億ドル、犬そして8/8年には9 0.億ドルと飛躍的

に増大したく（この数字は下ルベースのため円レー

トの高騰による上昇割合が大きい）。　しかしわ

が国ＯＤＡの対ＧＮＰ比はＯ ・７％の国際的目

標に対してｏ ・３％前後に止まった。一方この

間わが国の援助で不評を買っていた援助資金に

よる物資調達の丁タイド」を改め、丁アンタ千

ド」化か積極的に進められた。　1＼97＼7年のア

ツタイド率は４ ５％であったが、１ ９ ８８年に

は７５％にまで上昇し、わが国が供与しだ援助

資金を使っての調達の大部分は外国企業にも聞

かれている、この結果円高の影響もあり、外国

（途上国および先進国）からの資材・サーJビス

の調達が一層進むことになうたノ

19 8 9年わが国のＯＤＡはアメ=リカの援助

額を抜き、世界最大の援助供与国となった。

19 9 1年には援助の総額は1ト0 0億 ドルを超

え、ニトップ･下ナー（最大の援助国）としての

地位を今社まで保づでいる。他の先進国では

「援助疲れ」（Ａｉｄ Fatigue)といわれる予算的

な制約および国内問題との関連から、援助の総

額が横這いか減少の傾向にあった。そのなかで

わが国の援助は国際的な要求を満たすため、こ

れまで毎年増額が可能であった。　し

了

ししかしながらわが国のＯＤＡﾌも政府の財政構

造改革による予算的制約を受けて、もはやて聖

域」ではなくなった。 ＯＤＡ予算は１ ９９５年

をピニクに減少に転じ９６年はほぼフランス並

みにまで縮小した。 ＯＤＡ中期目標が９ ７年末

をもって終了する機会に、政府は中期目標の設

定を廃止することを決定した。 9 8＼年度のOD

Ａ予算はさらに厳しく＼卜O％のカットが見込ま

れている。.I　＼

ｂ)しＯＤＡの偏題　　　　　　∧

ノ１９ｊ９２年にはわが国の援助の目的や理念を

内外に明確にするために｢政府開発援助大綱

(ＯＤＡ大綱)｣が閣議決定された。 ＯＤＡ大綱

には援助め基本理念と本七①人道的考慮ゝ＼｡②国

際社会の相互依存性の認識、③環境の保全√④

途上国の自助努力への支援の４項=目が盛り込ま

れている。さらに大綱は援助を実施するに当たら

ての留意点とし‥で半途上国の軍事支出、ﾄ大量破

壊兵器）ヶﾐ＼ザイルの開発・製造・武器の輸出入

の動向に注意を払うこと｣千民主化の促進、市

場志向型経済導入の努力ならびに基本的人権の

保障状況に充分な注意を払うこと｣/などが定め

られている。七かしこれらの規定の実際の運用:

や解釈をめぐってしばしば問題となるケースが

起こっている。１ ９９５年中国が核実験を再闘

士七井難

点を考慮して無償協力の十部を削ったが、日中

関係を重視するためわが国の援助を全面的に中

止するには至らなかった。また日本は国際的な

世論に反して、ミャンマーの軍事政権やイラン

ヘの援助を続け、ＯＤＡ大綱の精神が充分に尊

重されなかうた。　上上二………ｊ　　…　…………

トわが国ＯＤＡｊ)特徴のぴとつはアジすを重視

　している/こどであるノ地理的√歴史的に近いア

　ジアの国々の発展を支援することﾚは当然のこと

　と言えよ犬うご。レアジアヘの援助は1 9 8 0年代に

は日本ぬ援助総額の７割を占めており４積極的

に中国、ｲ∧ンドネシア、プイ=リピン、レインド、

タイしなどの主要国ぺ供与されてきた。jわが国Ｏ

ＤＡの主要な供与先は第２表の通りであるが、

いずれもわが国にとって重要なアジアめ国し々で
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的少額だが、このような援助を大切にしたい。

　５　アジア開発銀行と日本　　ト

　日本=などの政府による二国間援助

(Bilateral Aid）に対して、掴際機関による援

助を多国間援助(Multilateral Aid) という。

アジア地域における多国間援助で重要な役割を

果たしている機関に世界銀行（Ｗｏｒld Bank）1）

とレアジア開発銀行(Asian　Development

Bank､ＡＤＢ）がある。　日本政府はこれら国際

金融機関の有カメンバー＼として、資金を拠出し

ている。特に日本はデジア地域の開発を重点的

に支援するために、アジア開発銀行の設立から

今日まで、資金面や管理・運営面において重要

な役割を果たしできた。　十＼

　アジアの国の発展を支援する「アジア開発基

金」構想が1‥9 5 7年岸首相によって提唱され

たことはすでに述べた。しかしこれに対してア

ジアの国は消極的であった。　19 6 0年代が

「国連開発の１ ０年」と宣言されたことを受け

て、19 6 4年アジア極東経済委員会（ＥＣＡＦ

Ｅ、現在のアジア太平洋経済社会委員会ESCAP)

を中心に、アジアの発展を促進するためにアジ

ア開発銀行設立の構想が生まれた。日本はこの

構想に積極的に協力する姿勢を打ち出し、２億

ドルの拠出を約束した。「アジア地域は人□も

多く開発もおくれて、経済水準も低いのみでな

く、各種の政治的対立により地域の連帯意識に

も乏しい。このような情勢にあるアジアについ

て、その開発を促進するような動きが生まれた

ことは、アジアの一員であるわが国にとっても

まことに望ましいことである。」2）当時の日本

は前節において述べたように、１ ９６０年代前

９

半までに国際的な地位の向上を果たすことが出

来た。しかしそれに呼応する役割、特にアジア

ヘの経済的な寄与を果たせずにいたので、AD

Ｂ設立の構想は願づてもない機会を提供するこ

とになっ=たの々ある。3）　　＼　尚　十

＜ＡＤＢ設立に向けてECAFEのなかに諮問委員

会がつくられ√準備が進められた。その中で銀

行の本部をどこに置くかという問題が持ち上が

り√東京を初めミアジすの８都市が名乗りを上げ

た。日本政府は東京を強く推したが、他め国々

も譲らなかった。ﾀﾞ結局東京とマニラで決選投票

の結果√↓票差セブンリピツめマつラに本部を

置くことに決定した6大日本政府は外務省などを

中心に積極的な・ビー活動により誘致を進めた

ので、尚本部をとれなかった政府の失望は大きかう

た。　　　＼　　犬＼　　　　　　　　　　　＼

〉設立の準備が整って19 6 6年１１月東京で

創立総会が開催され、初代の総裁に大蔵省出身

の渡辺武氏が選出された（その後今日まで61代

の総裁はすべて日本人が就任している）。十渡辺

氏は最初就任を固辞していたが、犬各国から強く

推されてづいに引き受けた。当時の状況につい

て次のように述べている。　　　　　　ト

　　私は、私情においては依然引き受けたくは

なかった。しかし、これ以上日本政府を苦境

上におと＼しいれるのも忍び難く、……フいレに

（１ ９６６年卜２ 月 ７日院内に佐藤総理と福

　田蔵相とを訪ねて、アジア開発銀行総裁への

立候補受諾を伝えた。ただその際、本店がと

れなかったから総裁をとるといった政治的な

　駆け引きではなく、日本政府として、アジア

犬開銀を通じてアジアのために協力する熱意を

　持ち続けるよう要望した。これに対七総理も

これを確認ざれたので、私もやっと本腰を人

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　十∧　　ト

１）正式には国際復興開発銀行(International Bank for Reconstruction and Development, IBRD)

　　という。第２次世界大戦後の経済復興と開発を目指して先進国が19 4 4年合意したプレトン・ウッズ協

　　定により，国際通貨基金(International Monetary Ｆ面dバＭＰ）とともにワシントンに設立された。

２）通商産業省貿易振興局（経済協力の現状と問題点J 1 9 6 4. p. 4 8に　　　　‥　ト　　　　　ト

3) Dennis T. Yasutomo:　Japan and the Asian Develop皿ent Bank (New York, Praeger,

　　1983), p. 26.　　十　　　　　　　十　　し　　　＼　　　　　　　　　　　　　犬
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　れTごとり仕事に立ち向かう気に頻ったノ。‥‥‥‥万,の
I
技術援助但金額的仁ぱわﾔﾀﾞ=が

日
ア
中
イ
オ

イ

力
韓
ド
マ

メ
リ

　　　ツ・二

十.゛ス〉ト.プリ

ン　ド：ネ　シ

………ナ十　‥

　ソイ………

レ　ー　．･シ

jそ＼のＩ他：46……カ

ト＼宍合十計

本
力
国
ド

ア

ア

ダ
国
ッ
ア

国

　　‥
‥‥‥‥‥　‥‥‥‥=………(出所)

Asian Development

　　　　　　　　　　　　　　　　-
注　ニ＼‥‥‥=‥‥‥‥‥‥万‥‥‥‥‥‥　‥‥　　‥‥‥才六　……

１)渡辺武ファジア開銀総裁日記』＼(日本経済新聞社、∧

2)1渡辺武前掲書、Ｐに＼ij5 4寸ニレ‥‥‥　‥‥‥

であるがご∧プロ

銀行の融

と割を果た

kに:触れﾐ

＼開発計画

4日談にの]るこ=と

Jﾌﾟめて√よいプJ口

ﾄごのため辻技術

=渡辺総裁は√Ａ

CTどの面や気軽

るゾベき=だという

丁プノ士ﾘ÷J･

であ＼る=とも言ら

に役立フプロ

路√港湾、◇潅

の政府と協議

口=ンノサルダン

ドズ＼ﾀyﾃﾞﾆｲﾉ

司査卜を行う。



日本とアジアとの関係を考える（小林）

この調査にもとづいて銀行が独自のアプレイザ

ル（評価）をして、融資が実行される。最近５

年間のＡＤＢ主要国への融資は第４表に示すと

おりである。　このように七てＡＤＢが融資した

インフラなどのプロジ土クトは今日のアジアの

経済発展を支えている。ト

　現在ＡＤＢは経済発展に取り残された影の部

分に注目し、アジア諸国のバテンスのとれた発

展ならびに「持続可能な開発」(Sustainable

Development)を目指すことに力を入れている。

融資および技術援助の:優先分野となっているの

は貧困軽減、人的資源の開発、女性め地位向上

と開発への参加、環境保全の分野である。これ

らの問題解決に役立つプ：ロジェクトを被援助国

の協力めもと積極的に発掘し、資金・技術援助

を提供する。ま犬国際金融機関の重要な役割と

七て、民間部門と協力してプロヅエクトを進め

る協調融資や各国への民間投資の促進などにも

力を入れている。　　十

　日本政府がＡＤＢの活動を創立以来強く支え

てきたことは評価されてよい丿。通常基金およ

11

び特別基金の現在までの増資の際には、日本は

他国に先駆けてゴミツ下し、加盟国のなかで最

大の貢献をしてきた。同時に日本は歴代の総裁

をはじめ専門職員を送り込み√ＡＤＢの発展の

∧ために寄与している。「ＡＤ圃ま、今や、多くの

国際機関の中でぞの効率性の高いことで評価が

定着七、ご援助国と途上国の双方から極めて高い

評価を得ている。　しかも、ＡＤＢは=日本人の強

いイ≠シアディブのもセで、欧米諸国の協力を

万得ながら、くアジアの開発途上国の人々とともに

堅実に発展七てきた。戦後の日本国民が果たし

=だ歴史的国際貢献とし七認められるべきであろ

うＪﾀﾞ=2）とめ評価がなされている。１ ９９ ７年

＼5月、ＡＤＢは創立13 01周年･を迎えて、その記

念総会が福岡市において盛大に開催された。

６‥わか国企業の進出＼　　　‥‥‥‥‥‥

十わが国企業によるアジアヘめ直接投資は↓９

５０年代末頃から始まり、尚最初は韓国や台湾、

香港といった東アジアの国々が中心であった。

第４表　ＡＤＢの主要融資国ト(1992-1996年）

　　　　　　融資承認額（単位：百万ドル）レ

中
イ
イ

パ
ベ
タ

ンドネシ

　＼ン

キス　タ

　ト　ナ

国
ア
ド

ン
ム
イ

フ　ィ　リ　ピ　ン

バングラデシュ

　1992

　903.0

1,210.9

　982,0

　410.3

424.5

352.6

257.5

1993

1,050.0

1,293.1

877.1

　321.6

　261.5

484.3

　318.5

　33･1.1

ﾄ･ 1994

1,167.7

1 748｡4

＼150.0

　｡407.2

　208.5

　140.0

　136.0

　287.5

　1995

1,201.0

　1055.7

・630.0

　591.8

　233.0

　330.0

　571.9

　245.6

　645.4

　1996

1,102.0

　952.1

　788.0

　:615.0

　333.0

　330.0

　318.4

　256.4

　850.2

（出所) Asian Development Bank Annual Reports, 1992-1996.

注　　　　　　　　　　　●●●●●●　　　　　　　　　　　　●●●

１）ＡＤＢに対して日本政府の果たしてきた役割については、ＹａＳｕtｏｍｏ前掲書に詳しい。

２）嘉数啓、吉田恒昭編『アジア型開発の課題と展望－アジナ開発銀行３０年の経験と教訓』

　　（名古屋大学出版会、19 9 7)、p. 3 4 5.　　　　　：　　　　　　　上
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労働賃金の上昇から輸出競争力を失ら＼だﾚ日本の

繊維産業などが√これら/の国に製造拠点を見いI………

だした聯が始まり/々あjる6し投資がさトらにアジナ……:万I･宍･..･･=I=.･;

各地に大規模に拡大レたのは、………19 7 0年代か…………j万万;j

ら王町町Oﾉ年代々あﾉづたよ特:に1 9 8本年のプ＼J ;Ily.゛jj

ラザ合意以降は円高の進展によ＼りﾄ日本国内での二

生産が困難となり/1わが国企業仕低廉な労働力………

を求めで、.中国や東南アジナφ国々=へ大挙して………j °

進出トしたレアダデレの国々で＼もこれに合わせで規＼…………=

制緩和や税制面Tだの:優遇策をとりﾚ、外国企業1め十寸=まﾌﾟﾂﾞ

誘致策を進め]だノわが国の企業性√生産に必要………j……=.J.=場･?

な機械や技術を持ち込み、く半導体や家電製品√十＼係y

石油化学、ﾚ.食晶加工など製造業部門を中心jにぺ…………

f4-･/-ﾆ･ﾀｰけ八･!･ﾂｰ4t2ri.･･ 一一:&･.4　・i-4.ai. ･｢i♪.･･_･1･a･-､.゜･　、－ ･. ≒･.･
銀行保険、く建設こﾉ卸･j小売り業などのザービズ………万:=j.:j

産業への投資も進んでいる。　　　…………=　　＼＼Jj

　白本の=ケ＼ジプ向け投資は急成長しており、ダ〉:………=

199……4j年度Jには北米向けに次ぐ額となづたノ＞

北米向廿の1＼ﾌﾉ8/億ドルに対し、アヅケヘめ投……;

資額は9 7億＼ドルレに達しだ。　1＼9＼9∇5年度デジ　＼

ア向けの投資は‥さ今回伸びで1 2＼3ﾚ億下ルに達＞ノ

した。………そ:の中亡車国のヅエアが依然と七七大き　=ﾚﾌﾟ:

いが√同時にAS:ＥＡＮし(東南アジア諸国連合)………………

諸国べの投資志向が強まうているレアジア主要＼………

国向けめわヶが国企業の投資実績は第５表に示す

とおりでjある６　＼･.･.・・　　　.・.･.･.:‥‥‥‥　　‥

国 名

第５表∧わが国企業のアj

香
韓
台

港
国
湾

シンガポ.－ニル

　
　
　
シ

　
　
　
ネ

　
　
　
ド

　
　
　
ッ

中
イ

マ レ

フ
タ
ベ

－

リ

シ

ピ

ナ

国

ア

ア

ン

イ
　
ム

92年度

5
5
2
0
0
6
4
0
7
0

3
2
9
7
7
7
0
6
5
1

7
2
2
6
0
6
7
1
｛
ｎ
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ

93年度

　1,238

4 6

9 2

c
-
ｑ

Ｃ
Ｏ

４
１
Ｑ
り
０
７

Ｊ
仕
Ｑ
リ
Ｉ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｘ
)

C
O

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

　
　
　
１

5
7
8
4
6

(出所):日本貿易振興会編『ジ

y……二く…

…

……=で:1　5,714

………レ＼……万……4,454

＼ﾚJ…

…

…:=トし｡:10,688

＼白＼∧〉13

,

202

j……＼∧j

…

…………μ3｡577

＼…………1…………:6,930

＼………J°¨ﾚ11:3,535

……ﾄ＼………∧…………8,408

∧………＼=……………1………435



マレーシア

．．．へー

シャープ、ＴＷ三進電気

湯浅電池、松下電産、三井電機、

オンキョー、ＮＥＣ、　　ト

城東工作所

日本とアジアとめ関係を考える（小林）

図　主な日系企業の進出状況

゛＼
χ
Ｉ
Ｉ
／

ゝs‘

ロームワコー

クラリオン、東洋通信工業、／

三洋電機、Ｔ［Ｍ、トーワ、

岩井金属工業、東芝二二レエ

キャノン電子､=ソニー、三岡製作所、

日立金属、入“通信工業､ト

Uiu Klanq工業団地他

信越半導体、ＮＥＣ、

ニホンケンマ

松下電子部品、オムロン√東光、

セイコーエプソン、松下電器産業、

タムラ製作所、ミノルタカメラ、

日本電波工業、ダイキンエ業し

PetalingJaya工業団地他

・電子産業）

タパル

Kuala Kanqsar工業団地他_

三洋電機レタナシン電機、釜屋電機

マブチモーター、ヤマハ、イソライトエ業。

リバーエレクトリック4村田製作所

クアラ・7‘レンガヌ

アラ・ルンプー、

●　　･.･へ､セレシバ;／

ポート・ディくクソン

　テクノエース、新日鉄、電士電工、神戸製鋼所、

住友電工、北辰工業、オーナンバ、信越化学、

　信越ポリマー、岡山モリテツ電機、古河電気工業、

　藤倉電線、住友金属鉱山、三井金属鉱業、

　アポロ精機、東京特殊電線、日東電工、キャノン、

　ＴＭＳ､‥小里機材、龍森、千代田インテグレ、

　ＳＭＫ、東京軽電機、日本電装、日本電波工業、

　湯浅電池、三光産業、明輝、日亜化学、

　カシオ計算機、サトフ、サンデン、三協精機、

　三光産業、三信電気、ＣＫＤ/、新光電気、ソニー、

／大興電機製作所、テスコン、寺崎電機産業、

　トーキン√東芝ﾐ山田電機製造、六興電気、ローム、

　ＮＥＣ、ポーライト、松下電子部分、

　日本土レクトロニクス、正大化成、立山マシン、

　共信商事、高畑工業、丸仁ハーネスエ業

　ヒロセ電器、タイツウ、カシオ、阪東電機、新光電気

(出所)日本貿易振興会クア‘ラルンプール事務所
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タムラ製作所、アルプズレ

　　Senai工業団地他＼

犬　Larkin Tarn ｏｉ工

　＝コ九州松下電器、大宏電機√

　　タナシン電機、ミツミ電機、

犬　古河電機工業､ノネミック、ラムダ、

．　三洋電機、加美電子工業、

　二日立製作所、＼アイワ、三菱電機、

　シャープ、日立電線､Iプラザーエ業、

　　アルパイン、ケンウッド､二

　　千代田インテグレ、パイオニア、

　ニヤマウチ、住友電工、日立工機、

9◇昭和ダラス1ツクｘ､/……

　　　　セイコーエプソン　　ニ　：

'ジョホー/レ・／く/レ

タナシン電機、日立マクセル､ヶＫＯＡ、ミツミ電機、

ティアック、オリオン電機、松江松下、松下冷機、

明電舎、日本ケミカル電子、双信電機い東洋電機、

　　アイテックツリダぷ、東゛電波　‥‥‥‥　‥‥‥二二J
ﾉ:

ﾕ

…

…

…………：

オーナンバ、岡野電線√住友電装√住友ベークライト、ｃＭＫ、

船井電機、アイワ、正興電機製作所、松下電産、昭和電線、

サンデンインターナショナル、ジャルゴ、日立化成、

エス・エム・シニ、瑞穂スプリング製作所、昭和電線電覧、

神栄、三菱樹脂　　　　　　　十　　∧　＞　∧

メテック北村､犬阿部ハトメ、内藤電機工業、TD Ｋ、

アルプス電気、ユタカ電機製作所、岩崎通信機、;コパル、

昭和プラスチックス、広重産業、金属溶材、住友軽金属、ＮＨＫ、

畠山製作所、矢野製作所√牛ツダ、日邦産業、ヤマコー、TOTO

三協精機

日 ソニー、松下電器産業√スミダ電機、

ホシデン、石井プレスエ業√ＳＭＫ、ニナコン、

オンキョー、テクレコ、研精舎

東芝、ＮＥＣ､：マルコ





日本とアジアとの関係を考える（小林）

は次のように歌われている。「恐ろしいエコノ

ミッ＼ク・アニマルが、タイを丸焼きにしてしま

う。タイの土地を√田畑を、マングローブの海

辺や山を、:どんどん買いまくっているんだ。　ミ

スター・イーブン・工ｙピー、刀をもったサム

ライ。」日本の企業が金という刀で、土地や資

源を買い占めることを痛烈に皮肉る。　　　つ

　援助についても同様なことが言え√日本人は

一般に援助をするのだからアジアの人々に感謝

されている、感謝されて当たり前と考えがちだ

が、このような独りよがりの考えは必ずしも通

じない。　19 8 7年後半にチュラロンコン大学

アジア研究所がタイのｉ２の地方で日本の援助

について調査を行った。その結果によると、ま

ず「援助国が何を期待しているか、援助の目的

は何か」という質問に対して、＼実に、３分の２

=の回答者が日本自身のためであると答えている。

３０％の人が、主たる目的は相互利益にあると

しているが、六日本の目的がタイの民衆を受益者

とすることであると認識している人は３％にも

満たなかった1）･。ここでは独善的で相手を充

分に理解していない点、相手に日本の行為が充

分に理解されていない実情が指摘されている。

　日本で長く教鞭をとぅている日本通のインド

ネシア人大学教授も次のように指摘する。

　　日本ではすべでの社会現象が、カネによっ

　　て説明されてしまうのである=。そして、カネ

　　の問題ということになると、日本では必ず。

　　ぞれを“与える者”十ど受け取る者”=がいる

　　ということになり、日本は常に万“犠牲”を払っ

　　ており、相手国はその“恩恵”を受けている

という神話を作り上げてしまう。　･･｡･　・経済

　協力に関して、ＡＳＥＡＮ諸国ぱ援助”と

　∇いう言葉を使わない。それはあぐまで、相互

　互恵的なビジネスと考えている。フィリピン

　では、日本が“援助”と称しているものを
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＼“協力とい犬う名の新植民地主義”と呼んでい

る。イツドネシアのアダム:･マリク外相は、

ASEANの５大プロジェクトへの＼“経済援

助”について質問ざれた時、実に簡潔にこう

∧いづだものだ。「それは=20億下ルの利益を

求める１ ０億 ドルの投資だ」とノ）。

　日本の援助に関しては、わが国のマスコミあ

るいはわが国の学者の間からもいろいろﾚな指摘

がなされているノすでに述べたように多大な額ﾀﾞ

にのぼる日本のＯ ＤＡを使って物資を調達する

際、現地政府ある:いは政府の高官とﾚの癒着の問ﾄ

題がありぐ1ﾀﾞ９ ９ ４年に討国際協力事業団でJコ

ＩＣＡ）に＼よる技術協力分野の調達をめぐる業＼

者間の入札談合問題が起こったノ入札に参加しく

て･いた大手商社など約手Ｏ社が企業規模別に三

つのグフループに分かれて、談合を繰り返七てい二

たことが発覚しかよこのような不祥事は前述七

だダイの調査からﾉの「援助は日本自らの利益め

ため上という主張を残念/ながら裏付けることに

なりかねない。ニ：　‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥ﾚ

　また援助プロジ=１ク下を進めるにあたっての

地域住民との摩擦、特に土地からの立ち退きを

めぐる問題や環境破壊などが起こづでいる。例

えば世界銀行と日本φ援助がからノむイｙドのチ

ルマダ渓谷ダム計画や千ンドネシアのクブウンｉ

オンボ｡･ダムなどの例がある。ナルマダ渓谷に

建設される二つのダムによって３０万人以上の

人たちが追い立てられ√豊かな森林や農地が破

壊されることに怒うた住民により抗議集会が聞

かれた。ｲﾍﾟﾝ下ネシアのダ本建設では卜3の村

が水没し、村人たちは先祖代々の上地に対する

愛着、少ない補償金、移転先における不安なと

がら抵抗しでいる3）。さら､に貧困国のラオス

がメｙン河流域に現在/50のダTムを建設七で電

力を隣国のタイに売る計画をめ＼ぐって、森林資

源などの環境を破壊するものだとしTご環境団体

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

１）土生長穂『アジアの行方、日本の行方J p. 1 ０７． ・･．．･･･．　　･．･．．　　　　　　･･・

２』アリフィツ・ベイ著、小林路義編『アジア太平洋の時代』（中央公論社、し１ｊ９ ８７）、p. 2 4 4

3）鷲見一夫『ｏｔ』Ａ援助の現実』し（岩波新書、１９８９）、ｐｐ．８ ０ニ10ﾚ8‥‥‥‥‥‥　‥‥
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日本とアジアとの関係を考える（小林）

ていた欧米の国についても同様で、イギリスの

植民地行政官であったトーマス・ラッフルズ

(17 8 1-18 2 6)の膨大な『ジャワ誌』

を引き合いに出すまでもなく、多くの行政官や

地理学や民族学、博物学などの学者による優れ

た研究があった。そして日本でぱこれら欧米人

による研究文献の翻訳が数多く出された。東南

アジアという僻地に派遣された行政官や学者た

ちが、執念をもっ七情報を収集し、研究に没頭

した成果であり、これらの中には今日1でも通用

する研究が数多く含まれている。

　戦後はアメリカの占領下、国民の目はもうぱ

らアメリカに向いていた。アジデ研究は日本の

侵略の歴史もあり、当初控えめだったことは否

めないだろう。±960年アジア経済研究所が

設立され、アジアを初めとする開発途上国の経

済・社会発展に関する基礎的、総合的な調査研

究を実施することになった。研究所は通商産業

省の所管のもと、開発途上地域との貿易拡大と

経済協力の促進を目的とし､現地からの資料や

文献を積極的に収集して、/調査・研究に資し、

合わせて専門家の養成にあたることになった。

この時期はちょうどアメリカの大学において盛

んになった「地域研究(Area Studies)」の流

れとも呼応していた。コロンビア大学の中国・

日本研究やコー＝ネル大学のインドネシア研究な

どに見るように、それぞれの国の言語の学習を

重視し、現地語資料とフィールドワークに依存

する研究を進める特色を有する1）。　　　‥

　当時もう一つの流れとして、アメリカやフラ

ンスなどで盛んになったのは、開発途上国（低

開発国）、開発問題、第三世界の研究である。

インドやアフリカ諸国を例に多くの理論的研究

がなされた。 w. w.ロストウやサイモン・ク

17

ズネッツなどの経済発展・成長理論である。通

常開発経済学あるいは国際経済学め分野に含ま

れるこの種の研究は、その後内外ともに多くなっ

た。この流れの研究は、ややもすれば「特殊性」

に逃げ込みがちな丁地域研究」の欠陥に鋭い問

題提起をしている。また、東南すジア研究に広

いパニスペクテjイブを与え、より深い事実の掘

り下げを求めるという点で、犬東南アダプ研究に

と7つて欠かせないものになりづっあるという。3）

　現在までにア＼ジｙ研究者の数は極めで多くな

り、上記二つ:の観点から発表されるわが国研究

者の文献類は膨大な量にのげっている。ダジア

経済研究所は毎年わが国において発表された発

展途上国め経済、政治、社会、法律などに関す

る文献を収録した『発展途上地域日本語文献目

録』を刊行しているが、ここに掲載ざれた文献

の数は年々増え続けている。すなわち１ ９ ９ ０

年版め収録数は8、2し11であったが、丁９９

３年版は１０、２ニ80を数えている。また同研

究所の月刊の機関誌『アjジア経済』は１ ０ ０ 号

ごとにそれま＼でに日本国内において発表された

文献を「日本における発展途上地域研究」とし

てレビノユーしている。 最近のj4 0/O号記念特集

（１ ９ ９ ５年6:¬７月およﾉび８月）では、犬地域

編とテーヤ編にわけられて１ ９ ８+6年から９４

年まで1め期間に発表された研究のレビューが行

われ、主要な文献が紹介されている。地域編は

発展途上地域・国に分けられ、テーマ編には開

発経済学、経済協力、＼新秩序と法、環境、統計

:の分野が含まれる。それぞれの国あるいは分野

にお/けるわが国の研究動向を知るために役に立

つ○　　･●■■　　■　　　　　　　■■･■■　■　　■　　■　・

ト全般に最近は極めて専門的な研究が多くなり、

研究め質が向上しているにとが見られる。=全国

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　十　　‥＋

1）筆者もこの「地域研究丁の流れのなかで育らたものの一人で、ト９ ６１年ア ジデ経済研究所が主催:した

　　「地域語講習会」においてインドネシア語を学んだ。　１ ９６４年からホノルルにある東西文化センター

　　(East-West Center)の奨学金を得て、ハワイ大学大学院において丁アジア研究」を専攻した。そこには

　　日本を含めたアジア各国のことを研究するアメリカの学徒たちが来ていた。レデジア研究学部長は、連合国

　　の日本占領下、わが国の教育制度を調査し改革にあたったロナルド・アンダーソン教授であった。

２）鈴木祐司『新版東南アジアの危機の構造』（頚草書房、19 8 8)、p. 2 2 5.　　＼
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日本とアジアとの関係を考える（小林）

権の３０年』（アジア経済研究所√19 9 5)

が千ンドネシアの現状を各方面から検討七てい

七興味深い。／　十　尚　ニ　　　　ト　犬

　個々の国に加え七、東南アジア地域を扱った

著作にも優れたものが多い。上智大学アジナ文

化研究所編『入門東南アジア研究』（めこん、

19 9 2)は東南アジア社会の手頃な入門書と

いえる。全５巻からなる『アジアの人びとを知

る本』（大月書店、1ト９ ９２）丿はアジアめ人た

ちが社会のなかで直面する問題について論じる。

　鶴見良行の一連め研究『ヤングロノーブの沼地

で』『バナナと日本人』『ナマコの眼』や村井古

敬の『土ビと日本人』犬は詳細な現地探査にもと

づいで書かれ、アジアの人々と日本人とのづな

がりを明らかにした著作として知られる。人々

の生活と深い関係のあるバナナ、ナマゴ、エビ

などに、ノヤジが加わった。ﾀﾞ鶴見良行、宮内泰介

編著『ヤシの実のアジア学』（コモンズ、ﾆ１ ９

９６）という最近の出版物で、鶴見氏が生前作っ

たヤシ研究会の人々による長年の調査研究の成

果である。ヤシという東南アジアでもっとも重

要な植物を通じ七、東南アジす社会が見えてく

るのは興味をそそる。

　東南アジアのいろいろな面を理解するための

事典にはj『東南アジアを知る事典』（平凡社、

1 9 8＼6） があるが、最近京都大学東南アジア

研究センター編の『事典東南アジアニ風上j･生

態･=環境』（弘文堂√Ｌ/9 19 7）とい＼う……大部の

著作が出版された。各方面の専門家による最新

の研究成果が盛り込まれ、東南アジナ世界の人々

の生活が詳細に描きだされている。‥大項目のも

とじっくり読ませる方式の事典である。　ト

　ｃ）経済、援助等　　　　ノ　　　　　　　ニ

　各国個々の経済事情を扱った著書は最近とみ

に多く出版されるよう＼になづた。アジア経済→

般に関する著書としては、ﾆ原洋之介『東南アジ

ア諸国の経済発展＝開発主義的政策体系と社会

め反応』（リブロポート、１ ９９４）、渡辺利夫

編『アジデ経済読本』（東洋経済新報社、<19

94）、本多健吉、坂田幹男編『アジア経済を

学ぶ人のために』（世界思想社、１ ９ ９６） な
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どをあげるに止めるが、これ以外にも多数が出

版されて:いる。また開発経済学を説く著作とし

ては次のものがある。斉藤優『国際開発論一開

発・平和＼･ﾉ環境』ﾚ（有斐閣、１ ９９５）、速水佑

次郎＼『開発経済学¬諸国民の貧困と富』（創文

社、1 9 9 5）√原洋之介の二著『アジア経済

論の構図一新古典派開発経済学をこえで』（リ

ブロポート、１ ９９２）『開発経済論』（岩波書

店√i9ニ96）①などであるよ犬　　………

　わが国のＯＤＡ援助をガラス張りにするため

に√最近政府が出す報告書が多くなうﾉだ。ごれ

上らはわが国の援助全体についての報告書なので、

アジしア地域に限られないが、外務省経済協力局

編『我が国の政府開発援助、Ｏ=ＤＡ白書』上下

と通商産業省の;『経済協力の現状と問題点』は

毎年出版される。=このほか外務省経済協方局は

完成したプ９ジェク斗について評価しだコ『経済

協力報告書』丿も出しでいる。援助の理論を扱っ

たものには、小浜裕久∧『ＯＤＡの経済学』（日

本評論社、19 9 2し）こと西垣昭、下村恭民『開

発援助の経済学＝丁共生の世界』と日本のＯ Ｄ

Ａ』（有斐閣、Ｌ９ ９３） がある。　　　　　し

∧9∇　アジ：アとのづき合い方ト　　し　　犬ニ

十ｉ８･ヽ・１９世紀は地中海を中心とする･ヨー白ッ

　ノマの時代々あっだ。＋20J世紀にはアメリカが国

　際政治および経済φ面で指導力を発揮し、大西

洋の時代となった。　
■■　■　　　

･･．Ｉ　。。　　・　・。・

＼来るべき〉21世紀は「アジア・太平洋の時代」

∇と言われる。東アジアを中心とする国々が経済

　的に力をつ=け、世界の貿易・経済の中心となる

　だろうと予測されている。アジアの人口は今日

　世界総人□め半分以上を占めているが√この人

　たちが力をつけて来るに従い、世界経済の大き

　な牽引力とな=る日が到来しつつある。∇

………しかしアジアの発展の陰に様々な問題が起こっ

　ていることも1事実である。急成長する中国や東

南アジア諸国におけるように、国内での地域格

　差や人々の貧富の差の拡大がある。しまた開発の

　進展にともなづて、熱帯林の過度の伐採による

に森林資源､｡生態系の破壊、工場による空気･J水
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汚染などの問題√産業廃棄物によ乙環境への影白丁==I=ｿJ.･

響などが出てき:だ。………こ｡れらと･一同:時に人々jが職脊……j=ﾕj

求めて都市や移住する傾向が強=く√都市の膨張＼ノｽﾞ

とそ∇とに住む人々=の住環境の悪=化か問題と=なう……=…………万=の

ていﾚる。　………ﾉ‥‥‥ト………:…………………J……………ﾉ……j…………=1I:1す

　<戦後日本が成し遂げた経済成長をア=ジアめ多＼∧=J･｡･y･｡･=y･デ

くの国が見習い√わが国がかって歩んでき]た道………万ﾉﾚ万七

をアジア=φ国々:がたﾉとっている。し公害や公害病　＼ノカ

などの日本の失敗がアダア順国々亡起乙う＼てい……=j=面

るのは痛｡ましいごとT己あくる。しアジアノφ先進国とﾚ……………j･要

しての日本が､==＼過･去･の経験から今後隣国四人々ト∧ﾉ]

と協力しなけれ]ばな=らないﾉ分野は数多くﾆあ=る。　…………=･j･保

　これます日本くは√く残念ながら世界のこ/とを自………万｡=･･｡･わ

分の問題と考え(るこ=とを仁なか９だレ今後√世…　……す

界の国(･＼人々と･共存七、=問題を=ともしに解決七こト＼ﾌ==要

の地球を住み良いものにして行かねばならな/い＼｡……=j……::しS

だろう√そして世界に向かって訴え行動くして行

くこ/と=がグロ十八ル化がますﾌﾟます強ま/る時代にﾉ………:.･ｵ

必要になうてくﾄるよ特に近隣のアジアの問題は

自分･だ/ちのj問題=だとｹﾞいう認識にたうて、ことyもに

考え、問題を解決しでゆﾉぐ姿勢が大切であ:る。=

日本はごれかﾉら1のjアジアごめ国あるﾉいは人々と/ど
－'ﾀﾞl'●Wで～'･~゛･･.ノ.‾-.゛.･'゛‾-i7二･･｀゛'j. -S･｀●.Q〃/ゝ｀.W･-　　･.

のようにづき合二)て行ぐかが問われるレアジデ…………lj.･

は遅れたと＼ごろ/という概念を捨て√今後隣の国……j:万

の人々と対等に付き合づていかねばならﾚないだ

ろう。<そのために何か必要であるかをいくっか

の問題にしぼらて考えてみたい。ﾄ　‥‥　‥‥‥‥

　ａ）外交の場を通じ七　　……………………

　日本にとぅyでアヅア諸国との外交が重要なこ

とは外務省の言をまたなくい。＼白本め経済発展をし

支えてきた資源を円滑に輸入するための資源外

交め重要性がかっていわれた。………………＼………

　これは将来においで:も変わらないだろうが、

加えてわが国の企業が大挙して=アジア＼の国々に

進出して製造業あるいはサヤ=ビズの拠点を建設〉

七だ今、わが国にとづてのアジア=の重要性は一

層増し=たと犬いえようノ日本における産業の空洞し
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しか考えないと、アジ？の人々からから強烈な

バッシングを受けかねない。国際的なビジネス

は文化抜きに進めても成功しないし、ほんとう

のビジネスは相手国の生活、風俗や歴史などを

理解し、尊重して初めて成功するものである。

　すでに引用したインドネシアのアリフィン・

ペイ教授は次のように言っている。「日本はア

ジアの国でありながら、アジアの周辺国の文化

を比較的知らない。周辺に起こっている＜ナショ

ナリズム＞は今まで圧迫されてきた、或いは西

洋文化の下敷きにされてきた文化の再生（ルネッ

サンス）の現れであり、その経済は抽象的文化

体系の具体化である。東南アジアの経済開発は、

東南アジアの諸文化と価値体系の枠内で論じな

ければならないのである」と。さらに続けて

「日本指導型アジア経済開発はくおしつけ＞開

発ということになり、相手国の発展をゆがめる

ばかりか、日本との経済協力に暗い影をおとし、

より以上の危険をもたらす結果になる。今まで

たびたび起こっている＜反日感情＞は、その余

震であるといえる。」と忠告する1）。日本とア

ジア双方を知り尽くした教授の傾聴に値するこ

とばである。

　わが国のアジア研究が過去５０年の年月を経

て、各分野にまで拡大・深化してきたことを述

べた。今後アジア各国の研究者との連携強化を

図り、相互理解の発展へと至ることが期待され

る。日本とアジアの研究者それぞれの利点を生

かした研究の推進は相互に利益をもたらすこと

であろう。これをさらに広げて国民同士の友好

を進展することが望まれる。中国の中日友好協

会会長として長年日中友好に努めてき、199

7年亡くなった孫平化は次のようにいっている。

　　中日両国人民の友好の歴史の長さ、基盤の

　強固さ、友人の多さ、感情の親しさはおそら

　く世界でもまれであろう。それは無形の財産

　である。中日両国の先駆者たちは、中日の善

　隣友好関係を築くためにいかに苦難にみちた
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歳月をすごし、いかに心血と労力を注いだこ

とか。多くの人がとうとい生命をささげ、地

下に眠り、多くの人がこの事業のために奮闘

をつづけている。2）

　ｃ）歴史教育の必要性

　先に１ ９７２年から７４年にかけての日本の

貿易・経済的進出に対する反日の暴動について

述べた。これに次ぐアジアでの大きな反日の動

きは19 8 2年夏の歴史教科書をめぐるもので

あった。日本の戦争に対する考え方の違いは、

韓国や中国、東南アジア諸国を含め、激しく日

本を揺さぶった。その結果日本のアジアヘの

「進入」という極めてあいまいな表現が、よう

やく「侵略」に改められ、わが国の教科書に登

場することになった。そして19 9 3年８月細

川首相が太平洋戦争を初めて「侵略戦争」と位

置づけたのであった。

　戦後５０年目の19 9 5年は遅ればせながら、

日本がアジアに対して過去を総括し、新しく再

出発するべき年であった。しかし、閣僚が日本

の植民地支配を正当化する発言を繰り返してア

ジアからの反発を招く事件が起こった。こうし

た事件が度々起こることは、日本がこの地域に

侵略をしたという歴史認識に対するきびしさが

感じられないからである。　19 9 5年６月衆議

院において「戦後５０年国会決議」が採択され

たが、この決議は与野党の妥協の産物から極め

て弱い表現となり、アジアの人々を失望させる

ことになった。

　日本のアジア侵略という不幸な歴史を正しく

認識することは、これからのアジア諸国との真

の友好関係構築のためにきわめて重要なことで

ある。アジアの人たちは「日本の侵略の事実は

許すが、決して忘れない」という態度をとって

いる。また日本が原爆投下による被害者として

の面のみを強調し、植民地として統治した朝鮮・

台湾をはじめ、中国、東南アジア諸国への加害

注

１）アリフィン・ベイ著、小林路義編『アジア太平洋の時代』（中央公論社、19 8 7),

２）孫平化『日本との３０年一中日友好随想録』安藤彦太郎訳（講談社、１ ９８７）、ｐ

ｐ ｐ．2 3 7-2 3 8

　2 7 8.
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者であった側面を都合よく忘れているという不

満もある。このためアジアの国の人々は日本の

学校での歴史教育を充実し、正しい歴史を次の

世代に教えることを強く希望している。正しい

歴史的事実の認識の上に立って、戦争という不

幸を再び繰り返さないためである。

　鈴木静夫は次のように書いている。「戦後育

ちは、ほとんど日本の現代史を教えられず、高

校の歴史は西洋史に重点が置かれた。東アジア

史はともかく、東南アジア史は日本との関わり

がある部分でもまるで無視されていた。たとえ

ば、南京虐殺、７３１部隊の人体実験、タイー

ビル々鉄道建設の実態、シンガポールの虐殺、

フィリピンにおけるバタアン半島の「死の行進」

やリパ（バタンガス州）の大虐殺事件などの事

実関係は、数行で片づけられるか、全くその存

在すら指摘されていない。JI）日本占領時代の

真実を求める学者たちの動きに関してはすでに

述べた。こういった地道な努力の上に立って、

歴史的事実がさらに明らかになり、それを歴史

教育のなかに生かすことは極めて重要なことで

ある。

　このような国の内外からの批判に押されて、

ようやくわが国の歴史教科書においても戦争中

アジデで繰り返された行為が記述されるように

なった。　19 9 7年４月から使われている中学

校の歴史教科書には従軍慰安婦の記述が登場す

るに至った。しかし一部には記述に反対の動き

かおり、二つの県議会、五つの市議会は、市民

団体の声を無視して、文部省に対して記述の削

除を求める決議を採択している。アジアの人々

は、当然ながらこういった動きが伝えられる度

に不快感を持ち、日本人に対する疑念を拭い去

ることが出来ない。

　ｄ)しこれからのＯＤＡ犬

　これまで３０年以上にわたってわが国のOD

Ａ援助がアジア地域に向けられてきたことはす

注

１）企両基編、前掲書、ｐ p. 2 5 2

でにﾋ述べたレ各種インフ弓/の建設･万整備を中心

とするこれらの援助は多額にのぼり、アジアの

国々/の経済発展を支えてきたことは間違いない。

しが七ながら、……犬わ力寸国め援助がアジすの人々に

必ずしも快く受け入れられていないことは残念

なことである。官僚による実績主義から「物」

のみが優先し√人の顔が見えてこないからであ

る。

　わが国ＯＤＡがいま岐路に立っている。財政

構造改革にともなう予算の制約から√援助額を

　伸ばすことは難七くなった。これを機会に量か

　ら質に転換した援助が求められる。これからは

　経済イツフラ七傾いた巨大プロジェクトヘの支

　援か:ら、教育や保健など人々の福祉、環境保全

　に貢献する社会インフラの充実へ重点の転換が

　必要となるだろｹﾞう。同時は世界の平和と発展に

　貢献する大国と七て、地球上で困難に直面して

　いる地域および環境・貧困軽減などグローバル

　な問題解決の紅めの支援ぺ援助のシェアと発言

　力を増やしていﾉく努力が望まれる。そのために

は援助予算削減ﾌﾟの筆頭候補に､あげられている国

　際機関への拠出を減じる動;ぎは再考の余地があ

　ろう。国際機関を通じて日本の要求や主張をい

　うこ七都、より］効果的であると考えられるから

　である。　　　　し

　　今後日本の援助体制を立て直し、新しい世界

‥の万４トズに答え‥ることがヤきうる援助関係人材の

　育成が必要とならてこよう。援助を成功させる

　ためには援助を受ける側ばかりでなく、供与側

に牡=いjても入江依存する面が大きいことはいう

　までもない。多額の援助資金をつぎこむ「ばら

　まき援助」と悪口をたたかれるわが国援助の効

果を高こめる尭めyには、それに見合った数の有能

＝な人員が不可欠になる。同時に途上国の現地で

　活動しているＮＧＯとの連携を強化することも、

　効果を高めるこ……と4こなるレレ　。　　丿

　　被援助国各分野の人材の育成にも力を入れた

　い。将来の人を育てることは極めて大事なこと
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で長い目でみたその･効果は計り知れないものが

ある。 日本に来ている留学生の数は、１ ９８９

年の３万人から１ ９９７年にはその倍近くまで

になったが、:いろいろな事情から文部省の唱え

る２ １世紀までの「留学生１ ０万人計画」の実

現には遠く及ばないだろう。彼らの９割は中国

を初めどするアジアの近隣諸国からの学生であ

る。アジアの国々の経済発展につれて私費留学

生か多くなっているが、国費による留学生を増

や七七日本に対する理解を深めてもらうことも

重要だろう。　　　　尚

　同時に彼らが日本で学びやすい環境を整える

ことが緊急の課題でもある。大学あるいは大学

院において熱心に学ぶアジア諸国からの留学生

は、日本人学生たちによい刺激となっている。

留学生たちは今卒業後日本国内の企業や大学な

どに職を得る割合が多くなり、日本の国際化に

寄与している。また帰国する卒業生はそれぞれ

の国の政府・民間の要職につき、日本の技術の

導入および日本の理解者として役立っているこ

とは大きい。
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